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A. 研究目的

　米国等においてNurse Practitioner（NP）といった高度看護実践制度における臨床実践の質を保証するために行われている研修プログラム等、あるいは知識・技能の向上（行為・業務範囲の拡大）を図るためのシステム等について、中でも特に質担保に向けた認証システムの現状について調査することを目的とした。

B. 研究方法

　米国等の海外における医師養成課程や米国等の海外におけるNP養成課程での臨床実践能力等の評価にOSCEを実施している例などの実地調査等を行い、OSCEの実態を把握するとともに、看護師の高度な臨床実践能力の修得状況の評価への適用性について検討した。特に今年度は欧州連合のおける相互認証ならびにそれに必要とされる実践運用能力の認定方法の実態について調査を進めることとした。

　そのためにオランダ版Nurse Practitioner（NP）の確立を目指してオランダ・ユトレヒト大学看護学部において先導的立場にあるDr. Marlou de Kuiper, Dr. Riet Van DommelenならびにDr. Jaap.van der Bijiとの情報交換、ならびに同大学の客員教授でもありオランダ版Nurse Practitioner（NP）の確立のアドバイザーを務めている米国Nurse Practitioner（NP）協会の初代会長米国Pace大学名誉教授Lillie M. Shortridge-Baggettと緊密に情報交換を行って現状把握を進めた。
＜倫理面への配慮＞
　インタビュー調査に当たっては、調査主旨を十分に説明した上で、了承を取って行った。

C. 研究結果

　これまでも標準化が必要とされそれに応えるべく検討を重ねてきた欧州連合を中心とした人的資源交流の実績のある欧州では、すでに看護職の相互認証制度は確立され運用されていた。しかしこれはあくまで入門レベルでの相互認証制度までであり、それを越える上級看護実践については、その運用制度自体がまだ議論の途上であった。

　欧州各国では、免許取得に際しては我が国や米国などで運用されている統一試験のようなものはそもそも存在せず、各々の教育機関自身による修了判定、あるいはピアレビュー方式として教育機関相互の修了試験の合格判定を持って国家資格を免許する仕組みが従来から定着している。

　その修了判定に際しての審査基準を探したが、比較的大枠の目安的なものこそあれ、個々の技能や具体的な知識内容を詳細に記したようなものは見当たらなかった。これについては今回の情報交換に当たっての最も中核となる調査事項であり、丁寧に聴き取り、さらに認証機関における各種基準ならびにプロトコール類を可能な限り詳細に探ったが、本調査の目的とするレベルの詳細情報は見出せなかった。

　このように免許取得にあたっての十分に可視化された基準がなく教育機関を認証し、その教育機関に責任における認定をもって修了者のアウトカムの担保を目指す仕組みであるため、国内における統一試験は存在しない。しかし国を超えた相互認証にあたっての共通試験的なものこそ不可欠と思われて調査を重ねたが、やはり見出せなかった。

　この背景には、そもそもの能力認定を全て可視化した外的基準に基づいて行うことに限界があると認識されていたことが確認できた。そのために今後欧州連合でのNurse Practitioner（NP）のモデルとしての注目されている米国の現状を再度調査検討した。

　米国においてNurse Practitioner（NP）の臨床実践の質を保証するために行われている研修プログラム等、知識・技能の向上（行為・業務範囲の拡大）を図るためのシステム等ならびに看護師の高度な臨床実践能力の修得状況の評価への適用性について、その体系確立に向けた活動の関係者らに対して直接面談することを通して追加聴き取り調査を行ったところ、実践能力認定は様々な形で検討され一部試行されていたが、OSCEに関しては十分な標準化まで至っておらず、米国においても教育機関による修了認定をもって実践力能力認定としているのが現状であった。

　このように米国においては、入門課程では知識についてはそのアウトカム評価についての標準化こそなされているものの、技能実践の認定については入門課程におけるOSCEに関しては十分な標準化まで至っていない。入門レベルの標準化が先か高度看護実践レベルでの技能実践認定が先かの議論もなされているが、いずれにしろ実際の運用には至っていないのが現状であった。
D. 考察

　面接調査では、関係者一様に評価基準と評価方法ならびに評価を行う評価者の標準化についての限界を述べていた。可視化できる行動の評価については辛うじてチェックリスト方式による判定も試みられていたが、適切な行為を選択するためのアセスメント能力については標準化・シナリオ化された場面についてのアセスメントの適正さを高いレベルでの標準化をすることには根源的な限界があるとの印象を得た。OSCE方式でミニマムリクワイアメントを満たしていない対応についての足切り的な判定方式の開発に関しては今後進展していく可能性は窺えた。

E. 結論

　行為レベルでの外形評価による最低限の運用能力判定については可能性が示唆されたが、これについては諸外国でもまだ確立されたものは見出せなかった。外形評価に現れ難い思考過程としてのアセスメント運用能力についての標準化された評価については諸外国でもまだその試行の試みは殆ど見出されず、今後の更なる検討が不可欠であると考えられた。

F. 研究発表

該当するもの無し
G．知的財産権の出願・登録状況
　特記すべきことなし
【要旨】


　高度看護実践制度における臨床実践の質を保証するために行われている研修プログラム等、あるいは知識・技能の向上を図るためのシステム等について、中でも特に質担保に向けた認証システムの現状について、欧州においてその確立を目指している実態について調査を行った。行為レベルでの外形評価による最低限の運用能力判定については可能性が示唆されたが、まだ確立されたものは見出せなかった。外形評価に現れ難い思考過程としてのアセスメント運用能力についての標準化された評価については諸外国でもまだその試行の試みは殆ど見出されず、今後の更なる検討が不可欠であると考えられた。











